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· 出席者は記録者が印を付ける。

＜実習関係＞

・PSW実習：7/13～7/28と8/5～8/20　それぞれ一名ずつ実習あり。

＜研修関係＞

・日　時：6月11日（木）、12日（金）17:30～18:30
　場　所：メンタル4階メモリアルホール
　テーマ：｢現場における精神医療サービスの在り方｣

＜勤務変更について＞

・6/11・12・19：菅原AOM　遅C→日勤

　　　　　　　　犹守　　　日勤→遅C

＜病棟カンファ参加について＞
今後、デイケア利用率向上を目的に情報収集の為に病棟カンファに参加する。

6/11西病棟（鳥谷部・蕨野）・6/18北病棟（久保・藤田）
13:00から。
＜防災委員会より＞
　6/11（木）よりコンテナ内の温度のチェックをしていく。モーニングミーティング時に庶務より鍵を借りる。
　8/21（金）青陽館避難訓練予定。

＜プログラム見直し、検討＞
・陶芸：毎週火曜日13時～予定
・運動：（体育館使用）月曜日　13時～予定　＊参加者5名以上
・小グループで調理など行う
・デイナイトケアでもデイケアのお楽しみ会のように月一回おやつを作る等してはどうか。
＜青陽館での新型コロナウィルス対応＞
①発熱症状（37.5℃以上）があり、電話で来所について相談の場合
　⇒・まずは内科かかりつけ医に相談し指示に従う。内科かかりつけ医がない場合は青南病院に相談し、指示に従う。4日以上解熱しない場合は八戸市保健所（帰国者・接触者相談センター：0178-43-9271・43-9184）に電話して、症状を伝え、対応方法について相談し、併せてデイケアを利用していることも伝え、受診する医療機関の指示を受ける。デイケアを利用してよいかも確認する。
　⇒相談結果について、再度連絡をするように伝える。受診した場合には、受診結果についても連絡するように伝える。
②来所後、発熱を確認した場合
　⇒すぐに帰れる場合には、浴室側の非常口を利用し帰宅していただく。帰宅後は、すぐにデイケアへ連絡をいただく。また、その際には再度症状を聴取し、体調確認を行う。
⇒交通事情などにより、すぐに帰れない場合には、浴室（脱衣所）に誘導し、時間まで待機してもらい、帰宅時は上記と同様の対応とする。
⇒本人が帰った後、すぐに本人が通った場所・使用した場所を消毒する。
⇒関係各部署・各機関に連絡を入れる。
＊不要・不急の外出、特に県外へは外出しない。
＊マスクの着用を徹底するように。マスクの在庫がない為通所利用者様分を作ることも検討中。

＜書類等の作成・及び点検について＞

『疾患別診療計画書・ラズミー・転倒評価の作成について』

・２人一組で担当制にする。互いの担当利用者様分の疾患別診療計画書の作成度、電子カルテへの登録が済んでいるか今後確認し期日に間に合わない場合はお互いで協力し期日を守って行う。ラズミー等の評価も同様
⇒グループ：久保・山田、蕨野・犹守、戸賀沢・藤田
・疾患別診療計画書のチェックが済みましたので、不備のある利用者様分は早急に書類の整備をするように。通所リハのフォルダーにあります。

・日誌と電子カルテの出席、電子カルテの記録(日報、医師評価)の突合等
　4月～6月日誌：デイケア：久保・鳥谷部　
　　　　　　　　　ショートケア：蕨野・犹守　＊日誌の誤字脱字も
　　　　　　　　　デイナイトケア：藤田・戸賀沢
　4月～6月電カル：各担当：2人ペアで確認　
＊日報、医師評価が入力済みか、個人名の記載有無
・通所の各種マニュアルの更新
＊日誌の出欠漏れなどがあり、毎日のチェックは勿論の事、毎月の確認もこのペアで行っていく。
＜利用者様情報＞

デイケア
・松橋　駿様～当院通院中の82歳、男性。主病名、軽度認知障害。本日、家族様よりデイ
ケアの見学希望の電話連絡があり、当院受診後見学実施している。スタッ
フの説明に穏やかに返答され、「来て見たいな」と発言が聞かれる。体験利
用希望が聞かれ後日連絡を頂く事としている。
デイナイトケア


・小野寺　ノリ様～青風荘より情報提供あり。昨日帰荘後は和室やホールで過ごしているが、床に横臥しようとする為声掛けを要している。背中の痛みについて問うと、「少し痛い。」と返答している。夜間はトイレに3回程起きている。本日のデイナイトケアではレクダンスの際に椅子に座らない事があり、促しで座って頂いている。
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供あり。昨夜、本人希望で排便-3日目でピコスルファートナトリウム15滴服用している。普段は-4日目で服用希望だが、理由を問うと「水飲みたかった。」と返答している。今朝、排便あり。青陽館に向かう際に青風荘スタッフへ「家に帰りたい。」と言う事があり、新型コロナウィルス感染の危険性を伝えると、渋々応じている。来所後も表情冴えない様子があり、「具合が悪いから青風荘へ帰りたい。」と言う事がある。朝のミーテイング後に「具合悪い。顔の辺りがモヤっとする。休みたい。」と話し、静養室で1時間程休養している。休養後は静かに作業療法に取り組んでいる。
・板橋　利美様～青風荘より情報提供あり。日中の体温35.0℃で経過。鼻汁があると話している。21時36.1℃　今朝35.8℃で経過。解熱した為本日よりデイナイトケアに参加している。デイナイトケアでは不調の訴えは無いが、運動療法に参加しない。
ショートケア
・特記無し
